
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 ９
・高い生産性を持つ機械導入
による生産増加

・リサイクル重量180t/月
（2021年）➡220t/月へ（2022
年～2030年）

社会 ３、４、１０

・ショールーム新設に伴う、
工場見学の受け入れ
・SDGsセミナーの開催
・IoT化による女性雇用促進

・工場見学　4回/月　年間48
回（2021年～2030年）
・月1回の講演
・全従業員の女性の割合28％
（2021年）➡50％（2030年）

環境 １２、１３
・産業廃棄物の削減
・リサイクルによるCO2削減

・年間10tの産業廃棄物からリ
サイクルへの移行（2025年～
2030年）
・リサイクルによるCO2の削減
生産高単位で、180t/月（2021
年）➡220t/月へ（2022年～
2030年）

取組・
活動内容

有限会社原野化学工業所では、「明日にトキメキ、いつも心にワクワクを」と
理念を掲げて、プラスチックリサイクルを通じて、よりよい社会環境をつくり
ながら、従業員各個人が働きがいと満足度を高める経営に取り組んでいます。
最新機械の導入や、クラウドを活用した顧客との情報共有、IoTを活用した生産
管理システムの推進を行いながら、変わりゆく時代に対して、社会に対して確
かな価値を生み出せるように努めています。また、経営者向けや、学生向け、
各種団体向けに、当社社長による講演会を多く開催し、環境に対しての考え方
を伝える活動も行っております。

有限会社原野化学工業所


